
高
校
生
の
版
画
制
作
日
本
一

を
決
め
る
第
17
回
全
国
高

等
学
校
版
画
選
手
権
大
会
本
戦
大

会
（
同
大
会
実
行
委
主
催
）
が
３
月

17
日
か
ら
21
日
の
５
日
間
、
新
潟

県
佐
渡
市
で
開
催
さ
れ
、
平
舘
高

校
が
４
位
入
賞
に
当
た
る
佐
渡
市

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
版
画
の
島
・
佐
渡
を
舞
台
に

　

通
称
「
は
ん
が
甲
子
園
」
は
、
全

国
で
も
珍
し
い
版
画
専
門
の
美
術

館
（
佐
渡
版
画
村
美
術
館
）
を
持
つ

な
ど
、
版
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
同
市
の
相
川
町
商
工

会
が
、
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に

開
始
し
た
大
会
で
す
。

　

今
年
も
全
国
各
地
か
ら
初
戦
審

査
を
通
過
し
た
14
校
が
本
戦
に
出

場
し
ま
し
た
。

■
昨
年
の
経
験
を
糧
に

　

平
舘
高
校
は
、
本
戦
出
場
が
決

ま
っ
て
い
た
高
校
が
辞
退
し
た
た

め
、
繰
り
上
げ
出
場
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
前
回
大
会
に
続
き
２
年

連
続
２
度
目
の
出
場
。
メ
ン
バ
ー

は
前
回
大
会
も
経
験
し
た
髙
橋
黎れ
い

さ
ん
（
２
年
）
と
遠
藤
大
輔
さ
ん

（
２
年
）
に
初
出
場
の
吉
田
優ゆ

あ愛
さ

ん
（
１
年
）
を
加
え
た
３
人
で
チ
ー

ム
を
組
み
出
場
し
ま
し
た
。

ちなみに…

最初は何か建物を題材に考えて佐渡の町を取材

していましたが、民家の軒下にいくつもの石臼

が並べられていたのを見つけました。地元の人

に聞いたところ、江戸時代に佐渡金山で採れた

金を鉱石から取り出すために使っていたものだ

そうで、テーマに合うと考え題材としました。

（
※
学
年
は
大
会
当
時
の
も
の
）

　

17
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
初
め
て
選
手
に
伝
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
は
「
佐
渡
で
感
じ
た
大
切

な
も
の
」
。
平
舘
高
校
は
「
暮
ら
し

の
中
の
遺
産
」
の
タ
イ
ト
ル
で
版

画
を
制
作
し
ま
し
た
。

■
来
年
も
出
場
を
目
指
し
て

　

髙
橋
さ
ん
は
「
ま
さ
か
受
賞
で

き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
う
れ

し
か
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー
２
人
と

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
「
来
年
以

降
も
上
位
を
目
指
し
て
出
場
し
、

平
舘
高
校
が
常
連
校
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
後

輩
に
思
い
を
託
し
ま
し
た
。

佐渡市長賞　「暮らしの中の遺産」

岩手県立平舘高等学校

❶全国の高校から自由テーマで、生徒

１人１作品の計３点の作品を募集。

❷審査員が作品審査を行い、団体部門

本戦出場校14校を選出します。

■本戦大会

会期　３月17日㈮から21日㈫の５日間

会場　佐渡市相川体育館

作品　選手３人が共同作業でテーマに沿っ

た１点を制作。木版（５版以内、色は自由）、

サイズ（８６㌢×５５㌢以内）で彫り進めます。
１日目／選手来島　オリエンテーション

■初戦審査

　オリエンテーションで初めて選

手にテーマが伝えられ、佐渡の郷

土芸能が披露されます。

　  は ん が 甲 子 園 の 流 れ

　初めての出場だったので、とても不安でした。

　佐渡のおいしい料理を味わう時間も惜しみ、

遅くまで作品制作に取り組み

体力的にも大変でしたが、完

成したときは今まで味わった

ことがないくらいの達成感で

した。また来年も出場したい

です。 吉田 優愛さん

　他の高校の作品を見て、技術やアイデアに驚

かされました。版画は制作に時間と手間がかか

り、刷ってみないと出来が分

からなく大変なことも多いで

すが、版を重ねる事で、思い

がけず良い作品が生まれるこ

ともあり、改めて楽しさを感

じました。 遠藤 大輔さん

　２種類の和紙に刷ったのですが、色の質感な

ど微妙な違いから、どちらの作品を提出するか

意見が合わないことはありま

したが、一つの作品を作るた

めにチーム一丸となり全力を

出し切ることができました。

この経験は、一生の思い出に

なると思います。 髙橋 黎さん

　ボランティアドライバーと

一緒に、選手自らが佐渡を取

材し、題材を決定します。

２日目／開会式　取材・作品制作

　各自で作品を制作した初戦審査の応募

作品とは異なり、３人１組でチームを組

み一つの作品を仕上げるため、選手それ

ぞれの芸術的なセンスや技術はもちろん

のこと、チームワークが大切になります。

　限られた時間の中で、体力・

３日目／作品制作

　作品の締め切りは20日の午後６時。出来上

がった木版にインクを塗り、和紙に刷り上げ

て完成します。和紙の紙質や刷る力加減によ

って意図していた色が表現できないこともあ

４日目／作品制作終了　予備審査　交流会

５日目／本審査　閉会式

　佐渡で版

画に懸けた

５日間、ど

の高校も達

ります。また、インクの乾く時間の調整

など最後の最後まで気を抜くことはでき

は
ん
が

　

甲
子
園

一
い っ ち ょ う に ゅ う こ ん

彫入魂　手にした栄冠の
　全国第４位　平舘高校

2017

ません。

　制作終了後の

交流会では選手

から作品の説明

が行われます。成感に溢れるなか、いよいよ審

査結果の発表。歓喜の声が上が

ります。

平舘高校
おめでとう

（
写
真
提
供　

岩
手
県
立
平
舘
高
等
学
校
、
全
国
高
等
学
校
版
画
選
手
権
大
会
実
行
委
員
会
）

気力の限界まで自らを

追い込み、徹夜も辞さ

ず彫刻刀を手に木版に

向き合います。
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